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 第1編秋田県農山村地区における小中学校生徒の赤血球数,血色素慧,血
 清鉄量虹ぴに血清不飽和鉄結合能について
 秋田県立中央病院小児科を訪れる、慰者の中には,、思春期に於ける鉄欠乏性貧血を示すものが少
 ぐない。この思春期鉄欠乏性貧血の成因に関しては,従来,種たあげられて来たが,今尚,必ず
 しもすべて明かにされた訳ではない。著者は,この成因を究明し,この予防対策を立てる必要を
 痛感し,本研究を行った。先ず第一に,秋田県小中学生の貧血羅患状況を明らかにせんとして・
 総斉的に豊かで,且,文化的生活を営んでいると考えられる秋田市中心部小中学生155名。秋
 田県の特に経済的文化的に,曹まれない農山村僻地藤倉地区小中学生11旧名及び、鷹揚目地区小中
 学生40名,並びに,農山村であるが、中等度の生活1糧度を営むと考えられる鮎川地区中学生60
 名.及び出羽地区中学生66名、計411名を対象とし,赤血球数,血色素量,踊L清鋭敏びに血清
 不砲和鉄結合能を測定した。(1)赤血球数及び血色素量は.蕗倉地区小学生女児1名に軽度の貧
 血を認y)た他は,各地区小中学生に減少を認めず,正常であり,且.各地区小中学生間隙びに男
 女州に有意の差を認めなかった。(2)各地区小学生の血清鉄は,.いずれもg6.6～310.15グdl
 で,正常範囲にあり・又,中学生の夫は,秋田市内・iO4.ろ±16.05u勢汽且,鮎川地区114.0
 ±2970曜/鉦L,出羽地区98.7±2皇58唯/dl,上記の小学生の血消鉄と同様減少を示さ
 なかったが,僻地である藤倉地区中学生の夫は80.4±51.7gu叙αユ・又,,馬場自地区中学生
 8ろ、6士2Z26Ulゲ皿で,、ヒ述の各地区小学生及び秋田面内,鮎川蚊びに出羽地区中学生の血
 清鉄と比較し,統計学的に有意の差で減少する纂が確認された。(3)この場合,血清不飽和鋭結
 合能は,上述の血清鉄減少と反比例して上昇する事が確認された。即ち,当秋田県僻地の中学生
 は全般的に貧血準備状態にある事は明かであった。
 “モ、一
 第2編白米を中心とする各橦食餌の白鼠腸管鉄吸収に及ぼす影響
 蝦近,種々の食餌上の因子が腸管からの鉄吸収を影響する嚢が明かにされているので,著者は
 第一編に於ける秋田県僻地中学生の血清鉄減少に関聯し'て,白鼠を用い,白米を中心とする各種
 食餌の腸管からの鉄吸η又に及ぼす影響を検索しブと。体重1'1□9前後の、思春期の雌iの白鼠を一群
 5～7匹に分ち,夫々白米粉単独,白米粉十4%各種ビタミン混合物,白米物干ビタミンC10巳
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 藻,
 '嘩
 鰍白米粉十18%カゼイン,白米粉十6%脂肪,白米粉十18%カゼイン十6%脂肪及び市販.
 固形食の各食餌にて約2週間飼育し,而子後,Kroeの方法に従い実験を行った。即ち,59酌SO4
 旬μ0を胃内に直接注入し,15分,50分,45分,60分の4回,白鼠の尾より,0、04㏄
 を採血し,之を,Weユ1七ype8cientinaUoncoun七erにて5分間測定し,1分
 間のカウント数で鉄吸収量を表した・尚・2時間後の肝臓を湿性灰化し,肝1『と全肝内のカウ
 ント数を同様な方法で測定し,鉄吸収量を判定した。尚,実験に先立ち,腸管からの鉄吸収は,
 体内の鉄貯蔵量に影響される事が知られてhるので,各種食餌2週間飼育後の白鼠の肝内非ヘミ
 ン欽1§1を吉野氏法にて測定し,これ等は各群に差なぐ,従って,以下に述べる鉄吸収実験には影
 響がない專を確めた。(D各種食餌葬車白米粉単独飼育群の鉄吸収は最も不良であり,白米粉に
 ビタミン(各種ビタミン,ビタミンG)を添加した場合,白米粉にカゼイン(18%)を添加し
 た場合及ぴ白米粉に脂肪(6%大豆油)を添加した場合の鉄吸収は何れも白米粉単独飼育群より
 縮1学的に有意の差をもつて良1好であった。又、これら各種食餌群の鉄吸収は,白米粉単独准,
 各種ビタミン添加群・カゼイン添加舞,脂肪添加群,市販固形食群の順に良好であった。こゴ1.ら
 のうち,白米粉に脂肪(6%大豆油)を添加した場合の鉄吸収増加に関しては従来報告が見当ら
 ず,現在更に検討中である。・(2)実験2時間後の肝1・匁吸収鉄量は一ヒ述の各種食餌群の鉄吸収成績
 にほy,比例して増加し,白米扮+各種ビタミン添加群が最も少ぐ,白米粉単独群,白米粉十カゼ
 イン十各種ビタミン添加群,白米粉十脂肪十カゼイン十各種ビタミン添加群,白米粉十脂肪十各
 榛ビ,タミン添加群,fl∫販固形食歩の順に多かった。
 弟5編秋田県に於ける小中学校生徒の発育状況
 第一編に於ける秋田県僻地中学生の血清鉄減少には上述の食餌因子の他に,更に思春期の旺盛
 な身体発育が関一与している皐が想像されたので,この点を明かにすべぐ,秋田蕾中心部小学生
 質95名,中学生21%名,計ろ2?8名と,特に,経済的文化的に,喜まれたい農山村僻地の小学
 生拍40名,中学生865名,計1g03名の身体,体重等の身体発育状況を調査した。秋田市内
 '』中学生の身体発育状ぞ♪己は,男女共,身長,体重,胸囲,坐高共全国平均値に比較し,や＼良好
 であったが,特に体重は中学生になるに従って全国平均値とほy一致して著明に.増加した。一方,
 農山村僻地の夫は,秋田市内小中学生と比較し,身長,体重,胸囲,坐高共や㌧低値を示したが,
 同様に,全国平均範囲内にあ・り,特に体重は中学生になるに従い,著明に増加する喜が確認され
 た。以上から秋田県農山村僻地の中学生の1甑清鉄微少は日常の栄養に乏しい食餌と,忠春期の旺
 盛な発育が重要な役割を演じている事は明かであり,これらは,謂、所,、:患赤潮鉄欠乏性貧1忽の成
 翠融解明上興味ある裏実と考えられた。
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 審査結果の要旨
 本研究は、思春期にゴ3・ける末梢血液像.血清鉄,血清蜘告合能を測定し,一見健康に見える農村
 学童に潜在性の鉄欠乏の存在ナることを明かにし,これが発成機転の解明のために各種、阿成の食
 隣を与えたネズミの腸ようの鉄の吸収度について検討を加えまた農村学童の体位の測定から.急
 激た身体発育という嗣子も亦麗与しているのてはないかと述べていろ。
 即ち第コ編に#♪いては.秋田市内および近郊農村の小中学校生徒合計411名につレ、て,訪竃且
 球数、血色素量,血清鉄昌∫怯び.血清鉄結合能を検し,僻地の学童にては血清鉄の低下と,血清鉄
 結合能の低下をみとめている。
 るヨ 
 第2編にむレ・ては,白ネ.ズミを白米のみに1て養うとき1こは,腸よi⊃のFeSO4・D吸1渓の不全
 の覗ことをみとめ,印継る拗諦こ脂腕添方111ノて御たとぎ,5演S。4のil嫉の.撫す
 るという翼1豪ある知見を孝穿ている。
 第5鞭では学童¢)!気位発育にっレ・て検討・し」僻地学童llにてえ,軍学牛にては著明なξ発育をみとめ
 ろことから,Feのみ1要もひ藷まることも,鋳こク爬乏の一1昌子,ヒ考えられ.るとし(う。
 したがって本場文目.学位を奏乏」写するに佃1するも○とづ』ろ。
 、三、
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